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新総合計画策定

　みんなで進める
　まちづくりが始まるよ！

４

キラッとかんら安心のまち



新型コロナワクチン接種のお知らせ

■ 問い合わせ　 健康課保健係（にこにこ甘楽内）☎ 67-7655（代表）／67-5159（直通）
（平日 午前８時30分～午後５時15分・水曜日は午後７時15分まで）

■ 追加（３回目）接種について

封筒見本

対象者 新型コロナワクチンの２回目接種から６カ月以上経過した18歳以上の人

■ 初回（１回目・２回目）接種について
　ファイザー社のワクチンを接種してください。なお、18歳以上の人は、県央ワクチン接種センターで
武田/モデルナ社の接種ができます。
※10代・20代の男性では、新型コロナワクチン接種後の心膜炎・心筋炎が疑われた報告で、武田/モデル
ナ社のワクチンより、ファイザー社のワクチンの方が低い傾向がみられました。

発送日から１週間を過ぎても届かない人はご連絡ください。

２回目接種日 接種券付き予診票の発送日

～10月31日 ３月末までに発送しました

11月１日～11月30日 ４月上旬に発送予定

接種券付き
予診票の発送

個別接種
（富岡市甘楽郡医師会協力医療機関）

県央ワクチン接種センター
（Gメッセ）

武田／モデルナ社 武田／モデルナ社

※10代男女・20代の男性でファイザー社ワクチン接種を希望する人には、別途接種する
機会を設ける予定ですので、相談・予約センター（☎0120-500-662）へご連絡ください。

使用ワクチン

「接種券付き予診票（ピンクの封筒）」に記載されている予約開始日から
予約できます。予　約

接種医療機関は、接種券と同封の案内通知でご確認ください。個別接種

■ 小児（５～11歳）の接種について
　４市町村合同の集団接種を行います。対象者には、３月中に接種券を郵送しました。５月の接種日程は
次のとおりです。
●ワクチン　ファイザー社の小児用ワクチン
●回　　数　３週間の間隔を空けて２回接種
●接種日程　１回目・２回目をセットで実施
●予約開始日時　４月11日（月）午前９時～

※ ４月中旬から個別接種による接種ができるよう、調整しています。詳細が決まりましたら、町ホーム
ページ・安全安心メールなどでお知らせします。

集団接種 ４月以降は、集団接種は実施しません。

日　時 場　所

１回目 ５月15日（日）午後 富岡市生涯学習センター
（富岡市七日市400-1）２回目 ６月 ５日（日）午後

交互接種の
安全性・効果は
認められています

町政の動き
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課 係 市外局番0274＋
直通電話番号 主な担当業務

総務課 庶務係 74-3131 人事、給与、消防、防災、防犯、交通安全、儀式
行政係 74-3132 行政改革、情報公開、地方分権、選挙、広報、文書 

企画課
企画調整係 74-3133 まちづくり計画、国際交流、空き家、デマンドタクシー
財政係 74-3134 予算決算、入札契約、ふるさと納税、寄付、財産管理
情報政策係 74-3135 電算処理、情報化政策

住民課

住民税係 64-8312 個人住民税、法人住民税、国保税、軽自動車税
税務係 64-8313 固定資産税、町税等納税相談および滞納処分

住民係 64-8314 窓口、戸籍、住民基本台帳、年金、人権、パスポート申請交付、
マイナンバーカード交付

環境係 64-8315 ごみ、環境、公害、犬

産業課
農林係 64-8319 農林業振興、鳥獣対策、農業委員会、緑化対策、農特産物普及、

農業共済
商工観光係 64-8320 商工業振興、観光振興、統計調査、都市農村交流
消費生活センター 74-3306 消費者行政

建設課
建設係 64-8321 道路橋梁建設・維持、土地改良、農林道整備、農業構造改善

都市計画係 64-8322 都市計画、公園管理、開発指導、町営住宅、道路・用地管理、
公共物の使用許可、土地開発公社

会計課 会計係 74-3137 収入支出管理、決算、物品管理

水道課
業務係 64-8316 上下水道料金、下水道の負担金、水道の閉開栓

施設係 64-8317
64-8318

上水道および簡易水道整備、小水道指導、漏水修理、
公共下水道および農業集落排水整備、浄化槽補助金申請

議会事務局 74-3022 議会、監査事務

教育課

学校教育係 64-8323 教育委員会、町立小・中学校管理運営、児童・生徒の就学、教
育行政相談窓口

社会教育係 64-8325
生涯学習、社会教育、青少年育成、社会体育、体育協会、体育
施設予約貸出

公民館 公民館予約貸出、文化協会、公民館教室
文化財保護係 64-8324 指定文化財の保存・管理、楽山園管理運営、埋蔵文化財包蔵地確認

課 係 市外局番0274＋
直通電話番号 主な担当業務

健康課

保健係 67-5159 健診、予防接種、子育て世代包括支援センター

新型コロナウイルス
感染症予防対策室

67-5159
67-5172

新型コロナウイルス感染症の予防・ワクチン接種・感染者等支援

国保係 67-5172 国民健康保険、福祉医療、後期高齢者医療

福祉課
福祉係 67-5162 障害福祉、高齢者福祉、生活保護

こども係 67-5194 子育て支援、児童福祉、保育所、認定こども園、放課後子ども教室

介護保険係 67-5182 介護保険、介護予防、地域包括支援センター

子育て支援センター 67-5190 子育て支援センター「にこにこキッズかんら」　

　４月１日から町の組織が一部変更（□の課・係）になりました。各係へ直接電話をかけること
ができるダイヤルイン（直通電話）をぜひご利用ください。

役場・にこにこ甘楽役場・にこにこ甘楽  　　　　　　　　  　　　　　　　　のご案内のご案内

  にこにこ甘楽 ☎ 67-7655（代表）　FAX 67-7066（代表）

ご利用
ください
直通電話

  甘楽町役場 ☎74-3131（代表）　FAX 74-5813（代表）

ンダ イ ヤ ル イ☎
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計画期間：10年間（令和４～13年度）
町の進むべき将来像を描き、長期的な展望にたって、町政運営の基本
方針、施策の大綱を示すものです。

計画期間：前期・後期各５年間
基本構想で定めた町の将来像や施策大綱の実現に向け、各分野で取り
組むべき施策の基本事項とその体系を示すものです。

計画期間：３年間（毎年見直し、計画の進行管理を実施）
基本計画で示した施策の実現に向けた具体的な事業として示すもので、
財政状況、緊急性などを勘案しながら計画します。

いきいきかんらプラン

第６次第６次
2022
▼
2032

甘
楽
町
第
６
次
総
合
計
画

群馬県  甘楽町

し
あ
わ
せ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
甘
楽

いきいきかんらプラン 第６次総合計画書

い
き
い
き
か
ん
ら
プ
ラ
ン
第
６
次
総
合
計
画
書

甘楽町
第6次総合計画

しあわせホームタウン

2022 

K A N R A
2032 

群
馬
県
甘
楽
町

２
０
２
２

－

２
０
３
２

●
審
議
会
（
４
回
）

10人の委員が出席し、原案の審議を行い
ました。

一般公募・各団体代表者38人が参加し、
６部会に分かれて意見交換を行いました。

●
懇
談
会
（
３
回
）

　計画策定には、町民アンケートや懇談会、審議会など
多くの皆さんに協力していただきました。

　町では、令和4年度から令和13年度までの10年間を計画期間とした
「第６次総合計画」を策定しました。
　総合計画は、まちづくりを進めるための指針となり、各分野にわた
る町の事業を総合的かつ計画的に進めていくもので、甘楽町の活動の
根拠となる最上位計画です。

●安全安心なくらしの実現
●少子高齢社会と人口減少社会への対応
●地域の魅力を生かした共創のまちづくり

重要施策の
位置付け

基本構想基本構想

総合計画が
　　　　スタートします

2022

基本計画基本計画

実施計画実施計画

計画策定までの経過

町政の動き
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住みたい・住みたい・
住み続けたいまち住み続けたいまち

周辺環境との調和や地域の特性を生かした基盤
整備を進め、誰もが安全に安心して暮らすこと
のできるまちづくりを進めます。

１１

　計画の詳細を見やすくしたダイジェスト版を広報と一緒に配布しました。計画全体は
町ホームページに掲載しているほか、役場、ら・ら・かんら、にこにこ甘楽で閲覧でき
ます。

ダイジェスト版をご覧ください

「しあわせホームタウン甘楽」まちの将来像

活力ある産業を育み活力ある産業を育み
にぎわいのあるまちにぎわいのあるまち

農林業や商工業の後継者、労働力不足の解消に
取り組み、地域の特性や「甘楽」の名前を生か
した魅力ある産業の振興を図り、にぎわいのあ
るまちを創出します。

２２

笑顔で暮らせる笑顔で暮らせる
環境にやさしいまち環境にやさしいまち

町民が環境問題を意識できるまちづくりと、水
資源を生かした生活環境の確保を目指します。
また、安全安心な地域社会を推進し、まちの魅
力を積極的に発信します。

３３
誰もがつながり誰もがつながり
支え合う地域福祉のまち支え合う地域福祉のまち

町民が地域の一員であることを自覚し、支え合
う社会をつくり、「すべての人に健康と福祉を」
を目標に誰もがつながり支え合う地域福祉のま
ちづくりを推進します。

４４

豊かな心と豊かな心と
自分らしさを育むまち自分らしさを育むまち

未来を担う子どもたちへきめ細やかな教育を支
援します。また、誰もが郷土愛を育み、生涯学
習、文化・スポーツ活動に取り組めるまちづく
りを推進します。

５５
共創による共創による
持続可能なまち持続可能なまち

地域と行政の連携により地域力の育成・向上を
図り、個性あふれる共創のまちづくりを推進し
ます。また、未来を見据えた持続可能な財政運
営を行います。

６６

　町民みんなが幸せで誰もが安心して暮らせるまちづくりを描き、町に関係するすべての人にとって
「あたたかなふるさと」であり続けるため、まちの将来像を「しあわせホームタウン甘楽」と定めました。
町民と共創によるまちづくりの実現に向けて、６つの分野で構成する総合計画の取り組みを紹介します。
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一
般
会
計

  

収
入
（
歳
入
）

地方自治体間の財源の均衡化や財
源保障を行うため、国から地方へ
移転される一般財源です。

町民税（個人）　５億1,380万円
町民税（法人）　　　4,954万円
固定資産税　　７億4,110万円
軽自動車税　　　　5,040万円
たばこ税　　　　　5,304万円

地方交付税

町税の主な内訳

■歳入の特徴
　町税については、新型コロナウイルス感染症拡大の
影響はありますが、個人町民税、固定資産税の増額を
見込みました。
　また、町税と並んで歳入の根幹である地方交付税の
増額を見込み、認定こども園・かんら保育園の運営や
甘楽スマートインターチェンジ整備に伴う国や県から
の補助金などの増額を見込みました。

自主財源…40.7％ 依存財源…59.3％

町　　税
14億1,013万円

21.8％

使
用
・
手
数
料
、分
担
・
負
担
金

繰
入
金

 １億7,422万円　2.7％
 １億1,094万円　1.7％
  諸収入　8,558万円　1.3％

地方交付税
18億2,000万円

28.1％

県
支
出
金

４
億
２
，５
３
５
万
円

12.8％ 6.6％

地
方
消
費
税
交
付
金
等

３
億
７
，３
４
０
万
円

町
債

5.8％

国
庫
支
出
金

８
億
２
，９
３
８
万
円

 ３億1,310万円　4.8％
 地方譲与税　7,509万円　1.2％

64億7,４00万円
区　分 予算額 前年度比

収益的収入 ２億4,910万円 △940万円
収益的支出 ２億4,900万円 760万円
資本的収入 １億2,665万円 △３億4,230万円
資本的支出 ２億7,531万円 △４億　880万円

水道事業会計

水
道
事
業

　県道金井高崎線道路改良工事に伴い、
新金井橋から新屋駅周辺にかけて配水管
の布設替工事を行います。

【主な新規事業】
・遠隔監視システム設置工事（佐久間、国峰）  　 756万円
・国道改良関連工事（福島停車場線西側）　 　    750万円
・県道改良関連工事（新金井橋、新屋駅付近）   6,237万円
・単独配水管布設工事（天王下平線ほか）　 　  9,012万円

～ 町民みんなが幸せで
　　　　　　誰もが安心して暮らせるまちづくり ～

繰
越
金
・
そ
の
他

８
億
５
，６
８
１
万
円

13.2％

町政の動き
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令和４年度予算
　令和４年度よりスタートする甘楽町第６次総合計画「いきいきかんらプラン」の施策が盛り込まれた、
令和４年度当初予算が３月議会定例会で可決されました。
　一般会計当初予算額は、新型コロナウイルス感染症対策事業費をはじめ、小・中学校の児童・生徒
の給食費無料化などの子育て支援施策費、年度末に供用開始する甘楽スマートインターチェンジ整備
事業費など、総額64億7,400万円で、前年比12.3％増の予算規模となりました。
　継続した新型コロナウイルス感染症対策と並行し、町民が安心して生活できるまちづくりを目指し
て予算編成を進めました。これから
も町民目線の予算編成を進めていき
ます。

予算書は役場ロビーで閲覧でき
ます。町ホームページにも掲載
していますので、
ご覧ください。
■ 企画課財政係
　 ☎74-3134

予算の詳細については…

一
般
会
計

  

支
出
（
歳
出
）

■歳出の特徴
　主な歳出は、子育て支援施策、
甘楽スマートインターチェンジ
整備、公園整備、GIGAスクール
ICT教育環境整備、定住支援策、
企業誘致策の事業費などです。

これまでのまちづくりのために借りた町債（借入
金）の元金と利子の返済金です。
返済額と残高 （単位：万円）

年度 返済金額 借入金残高

２ ４億  650 53億5,448 ２年度は決算額

３ ４億3,294 55億1,163 ３年度は決算見込み額

４ ４億3,135 53億9,358 ４年度は当初予算額

 公債費  

民  生  費
16億8,849万円

26.1％

教
育
費

５
億
７
，８
０
２
万
円

土
木
費

９
億
１
，８
３
５
万
円

23.0％ 14.2％ 8.9％

消
防
費

衛
生
費

５
億　

２
３
万
円

6.7％7.7％

公
債
費

４
億
３
，１
３
６
万
円

農
林
水
産
業
費

 ２億7,972万円　4.3％
 商工費　１億　169万円　1.6％

 労働費・予備費・災害復旧費　1,003万円　0.2％

 議会費　7,424万円　1.1％

会　計　名 予算額 前年度比
国民健康保険事業 14億4,500万円 △1,040万円
介護保険事業 13億1,870万円 △3,500万円
農業集落排水事業 １億1,920万円 △2,250万円
公共下水道事業 ４億5,640万円 △9,750万円
後期高齢者医療 １億6,780万円 1,240万円

合　計 35億　710万円 △１億5,300万円

　特別会計を運営するために、一般会計から繰り出して
いる金額は、合計で７億3,277万円となっています。

特別会計

総合計画に基づく
第
６
次

いきいきかんらプラン

総  務  費
14億9,164万円

４
億　

２
３
万
円

6.2％
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事業名 予算額 事業内容

中道第二工業団地造成 新規 7億円 工業団地造成完了後に町が土地開発公社から用地を購入し、進
出企業へ売却する

農村公園整備（天引） 新規 2,500万円 天引地域防災コミュニティセンター（旧４-２消防団詰所）付近に公衆トイレや遊具を備えた公園を整備する

町道整備事業 6,425万円 天王下平線歩道整備をはじめ、通学路の安全確保や地元要望箇
所の整備を行う

甘楽スマートインターチェンジ
整備事業 4億3,005万円 令和５年３月供用開始に向けて整備を行う

橋梁の維持補修 4,060万円 橋梁補修３橋・点検委託などを行う

建築物応急危険度判定調査図
作成業務 新規 275万円 災害時に建築物の危険度判定に使用するマップを作成し、データ管理システムを構築する

笹浦公園整備（小川） 5,700万円 イベント広場、芝生広場、遊具などを整備する

住宅リフォーム促進事業
補助金（→21ページ） 500万円 生活環境の向上と地域経済の活性化を図るため、リフォーム費

用を補助する

甘楽総合公園整備 500万円 公園内児童コーナーに複合型遊具を増設する

織田公公園整備 1,400万円 修景施設、園路、植栽、案内板などの整備を行う

町営住宅駐車場整備 新規 389万円 町営二日町団地入居者の利便性を図るため、近隣用地を取得し、
駐車場を拡張する

事業名 予算額 事業内容
農業経営収入保険加入促進
助成金 新規 75万円 農業経営の安定化を図るため、収入保険制度に加入した農業者に対して助成金を支給する（３年間限定で加入推進）

ふるさと甘楽仕送り便 156万円 親元を離れて暮らす町出身の学生に、町内農産物や加工品を贈る

甘楽ふるさと館施設修繕 新規 646万円 客室トイレやロビー空調などの更新を行う

林道整備 3,658万円 稲含高倉線、芳の元線、二ノ倉線、草喰八丁河原線などの改良、開設工事を行う

ぐんま緑の県民基金事業 450万円 天王塚古墳の周辺整備を行う

森林整備間伐 200万円 町有林（大平・天引）の間伐と搬出を行うため、事業を実施する森林組合に補助金を交付する
若年者ふるさと就職支援事業
補助金（→21ページ） 280万円 若年者の雇用拡大と定住促進、企業の採用を後押しするため補

助金を交付する

企業誘致促進奨励金 1,080万円 新規進出企業などに対して固定資産税相当額や下水道受益者負
担金相当額の２分の１を交付する

夏祭り花火大会 550万円 コロナの収束を見込み、花火大会の開催を予定

住みたい・住み続けたいまち

土地利用・住環境・道路・交通・公園など

令和４年度主要事業の予算額と概要（第６次総合計画分野別）

活力ある産業を育みにぎわいのあるまち

農林業・商工業・観光など

町政の動き
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事業名 予算額 事業内容

可燃ごみ処理委託 1億　256万円 富岡市清掃センターへ焼却処理を委託する

可燃性粗大ごみ処理委託 新規 216万円 定住自立圏協定により、家具類や布団などの可燃性粗大ごみ回収を行い、富岡市清掃センターへ処理を委託する

電気自動車の購入 新規 450万円 公用車の更新に際し、低炭素型自動車（電気自動車）を導入し、災害時にも活用する
まちづくり定住応援金
（→20ページ） 938万円 新たに住宅を取得した人に応援金を交付する

空き家対策（空き家リフォーム
補助金→21ページ） 888万円 空き家の調査、除却・リフォームの補助金を交付する

奨学金返還支援助成金
（→20ページ） 200万円 若者の定住や町内企業の活性化を図るため、奨学金を返還する

社会人に助成する

交通安全施設設置 160万円 地元要望や通学路交通安全プログラムを踏まえ、カーブミラーなどの交通安全施設を設置する

防犯灯・防犯カメラ設置 121万円 地元要望や警察との協議を踏まえて設置する

事業名 予算額 事業内容

学童保育所の運営 拡充 1,332万円 小学校区ごとに設置し、指定管理者として町社会福祉協議会へ
運営委託する

学童保育所の改修 新規 1,700万円 旧新屋幼稚園を学童保育所として利用するため、老朽箇所の改
修工事を行う

放課後子ども教室運営 681万円 学童保育と連携して放課後児童の安全な居場所づくりを推進する

認定こども園・保育園への
運営体制補助 新規 8,807万円 「めぶきの森かんら」「かんら保育園」の保育体制充実のため、給食費・延長保育・一時預かり・施設整備などを補助する

認定こども園・保育園への
給付費（施設型給付費） 新規 2億9,330万円 

「めぶきの森かんら」「かんら保育園」への財政運営支援を行う
（国が定めた子ども１人あたりの教育・保育に通常要する費用
から利用者負担額を差し引いた分を給付）

学校給食費無料化 新規 4,444万円 子育てに伴う負担を軽減するため、小・中学校の約880人の給食費を完全無料化する

第２子保育料無料化 拡充 480万円 子育てに伴う家計の負担軽減のため、第２子の保育料を無料化
する（第３子以降は無料化実施中）

出産祝金 325万円 子育てに伴う家計の負担軽減のため、生まれた子１人につき50,000円相当の商工会の商品券を交付する
高校生世代医療費無料化
（→14ページ） 新規 700万円 子どもの医療費助成の対象を高校生世代まで拡充する

歯科健診委託料 新規 88万円 20歳・30歳を対象に歯科健診を新たに導入する

新型コロナウイルスワクチン
接種事業 5,115万円 追加接種や小児接種を実施する

障害者自立支援 ３億　36万円 更生医療や生活訓練など、障がい者が自立して生活するうえで必要な支援を行う

笑顔で暮らせる環境にやさしいまち

自然環境・循環型社会・上下水道・地域安全・移住定住など

誰もがつながり支え合う地域福祉のまち 

子育て・高齢者支援・地域福祉・社会保障・介護など
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事業名 予算額 事業内容

英語指導助手の配置 1,839万円 児童生徒の英語教育向上や国際理解教育を進めるため、４人の外国語指導助手（ALT）を配置する

水泳指導 403万円 民間施設を活用して水泳指導を行う

適応指導教室の運営 新規 123万円 定住自立圏協定により、富岡市と共同運営する

GIGAスクール・ICT教育 拡充 3,420万円 １人１台タブレットPCと高速大容量通信ネットワークを活用し、個別最適な学習環境の整備を行う

児童生徒用の机・いすの更新 新規 362万円 小・中学校の老朽化した机といすを６年計画で更新する（初年度分を計上）

特色ある学校給食の提供 拡充 5,413万円 地産地消を推進し、「オール甘楽の食材の日」、「国際交流記念日給食」などの特色ある給食を提供する

アレルギー給食への対応 新規 609万円 全ての児童生徒が給食時間を楽しんで過ごせるよう、安全性を最優先に給食を提供する

文化財の保護活用 250万円 コミュニティ助成事業を活用して地域の文化財（17区山車）の修繕を補助する

文化会館駐車場舗装 新規 817万円 文化会館南側の第２駐車場を舗装し、利用者の利便性を図る

電子図書の導入 新規 251万円 スマホやタブレット端末を利用し、いつでも本を借りられるよう電子書籍を導入する

事業名 予算額 事業内容

行政手続のオンライン推進 新規 1,251万円 マイナンバーカードを利用してマイナポータルからオンライン
で行政手続きができるよう環境整備を行う

高齢者スマホデビュー応援 新規 150万円 65歳以上の人のスマホデビューに対して補助金を交付。スマホ
教室を開催しデジタル社会に取り残されないように支援する

選挙執行経費 2,021万円 令和４年７月に参院選、令和５年４月に県議選・町議選を執行する

消防団員報酬 拡充 1,687万円 年額報酬、出動報酬（災害対応・訓練）を引き上げ、各部に消防団
活動支援金を支給する

災害用備品購入 221万円 避難所の環境改善のため、簡易間仕切りや蓄電池を備える

公共施設長寿命化対策
（個別施設計画に基づく改修）

新規 2,099万円 多世代サポートセンター受水槽更新、照明LED化を行う

新規 1,235万円 甘楽ふるさと館受水槽更新を行う

新規 396万円 福島小学校屋上雨漏り対策の設計を行う（工事は令和５年度）

新規 1,200万円 甘楽町体育館アリーナ床改修、照明LED化、ロビー空調設置、カーテン更新などを行う
甘楽の天然水商品化
（水源・森林保全プロジェクト） 408万円 「かんらの天水」を製造し、災害備蓄や観光PRなどに活用するとともに、水源となる山林の間伐と植林を産官学民で取り組む

豊かな心と自分らしさを育むまち

教育・生涯学習・スポーツ・歴史・文化・芸術など

共創による持続可能なまち

地域づくり・行財政運営・地域安全・防災など

町政の動き
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玉
串
拝
礼
を
行
う
茂
原
町
長（
中
央
）

　富岡市田篠の「衛生管理センター」は、富岡市・甘楽
町内の浄化槽汚泥やし尿の処理を行っています。昭和
53年から施設の運転を始め、老朽化が進んだため、現
在の施設に代わる「汚泥再生処理センター」を建設しま
す。新施設は、地下１階、地上２階建ての鉄筋コンクリー
ト造で、屋根には瓦を使用します。
　現建物東の建設地（甘楽町福島地内）で２月24日に
起工式が行われ、町からは組合副理事長の茂原町長、
組合議会議員の中野議会議長が出席し、令和６年３月の
完成に向けて工事の安全を祈願しました。

■ 富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合
　 環境施設課☎64ｰ1241

汚泥再生処理センターの建設工事が
始まりました

善意の紹介
● 甘楽ラージボール卓球会
　（青木重次会長・金井）
　卓球台１台を寄付されました。

善意に深く感謝し、
　　  広く皆さんにお知らせします。

● 富岡ロータリークラブ
　（湯井知昭会長・富岡市）
　AIボイス筆談機１台を寄付されま
した。

茂
原
町
長
に
筆
談
機
を
手
渡
す

湯
井
会
長（
右
）と
横
尾
幹
事（
左
）

令和４年度富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合予算
▼一般会計予算

町の負担金は269,349千円です
●歳出 （単位：千円、％）
科　目 予算額 構成比

議　会　費 818 0.1
総　務　費 52,676 2.8
衛　生　費 114,745 6.0
消　防　費 1,507,008 79.0
教　育　費 109,245 5.7
公　債　費 112,713 5.9
予　備　費 10,000 0.5
合         計 1,907,205 100.0

▼衛生管理センター事業特別会計予算

●歳出 （単位：千円、％）
科　目 予算額 構成比
衛　生　費 318,989 98.5
予　備　費 5,000 1.5
合         計 323,989 100.0

※ 特別会計予算は、富岡市と甘楽町で負担
しています。

■ 問い合わせ　 富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合
　　　　　　　事務局総務課　☎62ｰ5261
　　　　　　　環境施設課　　☎64ｰ1241

●歳入 （単位：千円、％）
科　目 予算額 構成比

分担金・負担金 1,520,412 79.7
使用料・手数料 32,395 1.7
県 支 出 金 366 0.0
財 産 収 入 1 0.0
繰　入　金 2,087 0.1
繰　越　金 21,000 1.1
諸　収　入 7,944 0.4
組　合　債 323,000 17.0
合         計 1,907,205 100.0

町の負担金は16,277千円です

●歳入 （単位：千円、％）
科　目 予算額 構成比

分担金・負担金 125,053 38.6
使用料・手数料 9,600 3.0
国庫支出金 31,576 9.7
財 産 収 入 651 0.2
繰   入   金 38,151 11.8
繰   越   金 2,000 0.6
諸   収   入 58 0.0
組   合   債 116,900 36.1
合         計 323,989 100.0
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町
と
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
埼

玉
事
業
部
群
馬
支
店
（
橋
本
寿
太
郎

支
店
長
）
は
3
月
17
日
、
役
場
で
「
災

害
時
に
お
け
る
相
互
協
力
に
関
す
る
基

本
協
定
」
と
「
災
害
時
に
お
け
る
通
信

復
旧
作
業
及
び
道
路
啓
開
作
業
に
伴
う

障
害
物
の
除
去
等
に
関
す
る
覚
書
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
災
害
で
通
信
障
害
が

発
生
し
た
際
に
、
相
互
に
協
力
し
早
期

復
旧
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
時
も
倒
木
の
恐
れ
が
あ

る
樹
木
の
計
画
的
な
伐
採
や
防
災
訓
練

へ
の
参
加
協
力
な
ど
で
連
携
・
協
力
し
、

地
域
の
防
災
力
向
上
を
目
指
し
ま
す
。協定書を交わす橋本支店長（右）と茂原町長

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
と
災
害
時
相
互
協
力
基
本
協
定
を
締
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

■
総
務
課
庶
務
係
☎

（74）
３
１
３
１

企業版ふるさと納税
甘楽ふるさと農園利用促進事業

●ファームドゥ株式会社（高崎市）
　事業の趣旨に賛同し、500,000円
を寄附されました。

茂原町長に目録を手渡すファームランド
株式会社再エネ事業部の門屋 均 部長(右）

善意に深く感謝し、 
広く皆さんにお知らせします

協定書を交わす小嶋支部長（右）と茂原町長

群
馬
建
築
士
会
富
岡
支
部
と
災
害
時
応
急
対
策
業
務
の

応
援
協
力
協
定
を
締
結
■
建
設
課
都
市
計
画
係
☎

（64）
８
３
２
２

教
育
委
員
会
委
員

ま

介
紹

し

す員

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委

小柏栄二さん
（天引・新任）

任　期　
令和４年４月１日
から３年間

任　期
令和４年３月15日
から４年間

菊池美奈子さん
（白倉・新任）

　

町
と
（
一
社
）
群
馬
建
築
士
会
富
岡

支
部
（
小
嶋
賢
支
部
長
）は
3
月
18
日
、

役
場
で
「
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対
策

業
務
の
応
援
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
大
規
模
な
災
害
が
発

生
し
被
災
し
た
建
築
物
や
避
難
所
の
安

全
性
の
判
定
業
務
な
ど
を
行
う
際
に
、

同
支
部
会
員
の
応
援
協
力
を
得
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
町
や

近
隣
市
町
村
で
訓
練
を
実
施
し
、
相
互

に
連
携
・
協
力
を
図
り
な
が
ら
災
害
に

備
え
て
い
き
ま
す
。

町政の動き
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浄化槽設置補助金

　転換に伴う排水設備の工事を対象とした補助
制度を追加し、最大30万円の加算ができます。

対
象
区
域

次の区域を除く町内全域　
・公共下水道事業計画区域
・農業集落排水事業整備区域

対
象
者

・ 専用住宅などを新築・増築し、新しく合併
処理浄化槽を設置する人
・ 専用住宅等のくみ取り槽または単独浄化槽
から転換し、合併処理浄化槽を設置する人

補
助
金
額

・ 設置や転換方法、合併処理浄化槽の人槽区
分により補助金額は異なります。

　

公
共
下
水
道
の
使
用
で
き
る
区
域
が

新
た
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
区
域
内
の

家
庭
で
は
、
排
水
設
備
を
設
置
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ト
イ
レ
や
台
所
な
ど
の
汚

水
を
直
接
公
共
下
水
道
に
流
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
が
完
成
し
、
処
理
区
域

に
な
る
と
、
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
の
場

合
は
３
年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造

し
、
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
が

下
水
道
法
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

排
水
設
備
工
事
を
行
う
と
き
は
、
必

ず「
指
定
工
事
店
」へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。「
指
定
工
事
店
」以
外
の
業
者
が
工

事
を
す
る
こ
と
は
規
則
に
よ
り
禁
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

※「
指
定
工
事
店
」と
は
、
工
事
が
適
正

に
行
わ
れ
る
よ
う
町
が
指
定
し
指
導

を
行
っ
て
い
る
業
者
で
す
。

指定工事店は町内
33社、町外81社が
登録しています。
見積り合わせなど
で比較して選定し
ましょう。

  

供
用
開
始
区
域
を
告
示

  

下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を

  

工
事
は
排
水
設
備
指
定
工
事
店
で

（例）  単独処理浄化槽（５人槽）から合併処理浄
化槽（５人槽）へ転換するときの最大金額

金　額
設置費補助 279,000円

加算分 300,000円
（宅内排水設備補助）

補助金額合計 579,000円

宅内排水設備工事費補助金

　浄化槽などから下水道に接続するときの
工事費用の補助として補助金を交付します。

対
象
者

・ 町内に在住し、建築物の所有者または
建築物の所有者の同意を得た使用者

対
象
経
費

・ 専用住宅のくみ取り槽または浄化槽
（合併・単独）から下水道に接続するた
めの宅内排水設備工事に要する費用

補
助
金
額

・ 上限３万円（ただし、申請時に同居す
る中学生以下の子どもがいる場合は
上限５万円）

対
象
期
間

・令和４～５年度の２年間
　※申請は令和６年１月31日まで

公共下水道供用開始区域が、
４月１日から　　　ヘクタール広がりました
公共下水道供用開始区域

　◇大字福島の一部　　　　　　　　　　　　  0.39ヘクタール
　◇大字天引（農業集落排水事業整備区域）　　36.00ヘクタール

（下水道の使用できる区域）

36.39

※ 詳細については、町ホーム
ページをご確認ください→

住
み
よ
い
快
適
な
環
境
づ
く
り
の
た
め
に　
　
　
　
　
　
　

  

■
水
道
課
業
務
係
☎
(64）
８
３
１
６
・
施
設
係
☎
(64）
８
３
１
７
・
(64）
８
３
１
８
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「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｒ
Ａ
ブ
ラ
ン
ド
」商
品
の
認

定
審
査
会
が
２
月
18
日
、
役
場
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

４
回
目
と
な
っ
た
今
回
の
審
査
会
に

は
６
品
が
申
請
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、

全
て
の
商
品
が
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
た
に
認
定
さ
れ
た
商
品
を
紹
介
し

ま
す
。

№ 認定
№ 商品名 申請者（敬称略）

❶ ⑱ 甘楽の里  菜たね油 合同会社菜の花プロジェクト
in甘楽❷ ⑲ 甘楽しょうゆ

❸ ⑳ 手づくり乾燥いも 浅香孝一

❹ ㉑ 干し芋 浅香繁秋

❺ ㉒ 手づくり乾燥いも 斎藤信義

❻ ㉓ かんらちゃん焼き （一財）甘楽町都市農村交流
協会

❶  甘楽の里　
菜たね油

町
推
奨
の
農
産
加
工
品

新
た
に
６
商
品
認
定

❸ 手づくり
乾燥いも

❹干し芋

❷ 甘楽しょうゆ

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｒ
Ａ
ブ
ラ
ン
ド
認
定
商
品
第
４
弾
が
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

■
産
業
課
農
林
係
☎
(64）
８
３
１
９

❻かんらちゃん焼き

❺ 手づくり
乾燥いも

❻かんらちゃん焼き

　

町
で
は
、
中
学
生
ま
で
を
対
象
と
し

て
い
た
医
療
費（
入
院
・
通
院
費
）の
助

成
を
４
月
１
日
以
降
、
高
校
生
世
代
ま

で
拡
充
し
ま
す
。　

支
給
対
象
者

　

中
学
校
卒
業
後
、
18
歳
に
達
す
る
日

以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
人

申
請
・
支
給
方
法

　

医
療
機
関
等
で
医
療
費（
自
己
負
担

額
分
）を
支
払
い
後
、
発
行
さ
れ
た
領
収

書
を
持
参
の
う
え
、
健
康
課
国
保
係
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
自
己
負

担
額
分
を
指
定
の
口
座
に
支
払
い
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
４
月
１
日
以
降
に
受
診
し
た
際
の

　

領
収
書

・
受
診
し
た
人
の
保
険
証

・
振
込
先
の
口
座
が
分
か
る
も
の

※
中
学
生
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
た
福
祉

医
療
費
受
給
資
格
者
証
（
ピ
ン
ク
の
券
）

は
高
校
生
世
代
に
は

発
行
さ
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

医
療
費
の
助
成
を
高
校
生
世
代
ま
で
拡
充
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

■
健
康
課
国
保
係
☎
(67）
５
１
７
２

金  婚  式  名  簿
　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

金金
婚婚

氏　名 夫
妻 地　区

森　平 惠　喜
喜代美 天　引

池　口 清
ケイ子 上　野

大河原 久
芳　子 金　井

日　越 隆　夫
多紀子 善慶寺

　結婚50周年（金婚式）
を迎えたご夫婦に慶祝状
と記念品を贈呈しました。
おめでとうございます。

　町では、結婚50周年（金婚）を迎える
ご夫婦を祝福しています。町内に引き
続き５年以上お住まいのご夫婦で、婚
姻の届出後50年が経過した日以後、
いつでも申請することができます。

■ 問い合わせ　福祉課福祉係☎67-5162

高
校
生
世
代
ま
で

医
療
費
無
料
に

町政の動き
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vol.150

環 境 保 健 協 会 か ら の お 知 ら せ

ルールとマナーを守って犬・猫の適正飼育

■問い合わせ　住民課環境係☎64-8315

犬・猫の糞や尿のトラブルが増えています！

野良猫へ安易な餌やりはしないようにしましょう

他人の迷惑にならないよう、犬・猫の糞尿の始末は飼い主が責任をもって行いましょう。
●散歩中に犬が糞をしたら、そのままにせずに必ずビニール袋などに入れて持ち帰りましょう。
●猫は屋内で飼うようにし、猫用トイレでトイレのしつけをしましょう。

犬の登録と狂犬病予防注射を忘れずに！
　生後91日以上の犬は、狂犬病予防法により登録と年１回の狂犬病予防
注射を受けることが義務付けられています。犬を飼い始めたときや犬と
一緒に町へ転入してきたときには忘れずに登録の手続きをしましょう。
　また、注射の際に交付される注射済票は犬の首輪につけておきましょう。万が一、犬が逃げ出
し、迷い犬として保護された場合、すぐに飼い主の元に連絡することができます。

　猫は一度でも餌がもらえた場所に強く執着します。餌が豊富にある場所には猫が集まり、その
結果、繁殖により次々と子猫が産まれます。野良猫が増えると、庭を荒らしたり、糞尿の被害など
近隣のトラブルにつながることがあります。

ルールとマナーを守って犬・猫の適正飼育

ふん

ご
存
知
で
す
か「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

20
歳
以
上
の
学
生
は
、
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
申

請
」
が
あ
り
ま
す
。

　

初
め
て
申
請
す
る
人
や
学
校
な
ど
に

変
更
の
あ
る
人
は
下
記
の
も
の
を
準
備

し
て
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
３
年
度
に
承
認
さ
れ
て
い
る
人

は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
４
月
上
旬
に

は
が
き
形
式
の
申
請
書
が
届
き
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
受
け
取

る
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
保
険
料
を
納

め
る
こ
と（
追
納
）が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起

算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場

合
に
は
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

高
崎
年
金
事
務
所　

　

☎
０
２
７
―
３
２
２
―
４
２
９
９

〜
学
生
は
承
認
を
受
け
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
〜

対象者
・学生納付特例対象校（※左参照）に在学している人
・ 本人の前年所得が128万円＋（扶養親族の人数×38万円）
以下の人、または失業などの理由がある人

承認期間
令和４年４月～令和５年３月までの１年間
（ 過去の保険料は申請日から２年１カ月前までさかのぼっ
て申請可）

手続きに
必要なもの

・基礎年金番号または個人番号のわかるもの
・ 学生証の写しまたは在学証明書（在学期間のわかるもの)
・失業などの確認ができるもの（失業などの理由の場合）

〜

※※ 

学
生
納
付
特
例
対
象
校
の

学
生
納
付
特
例
対
象
校
の

確
認
は
こ
ち
ら
か
ら
↓

確
認
は
こ
ち
ら
か
ら
↓

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

■
住
民
課
住
民
係
☎
(64）
８
３
１
４
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総務課行政係　☎74-3132

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

　板井まんさん（大正11年３月１日生まれ・造石）が100歳
の誕生日を迎えられ、３月１日に茂原町長が自宅を訪問し、
慶祝状と祝金を手渡しました。
　板井さんは富岡市のお生まれで、造石に嫁ぎ子ども２人
に恵まれ、養蚕や稲作に励んでこられました。また、80代
の頃はおたっしゃ会に参加し、体操や歌、手芸などで健康
づくりに取り組まれました。
　長寿の秘訣は「お世話になっている皆さんのおかげ」と周
囲への感謝の気持ちを大切にしている板井さん。眼鏡をか
けずに新聞を読み、甘く少しとろみをつけたホットコーヒー
を飲むことを楽しみに穏やかに過ごされています。

板井さんの100歳を慶祝

インスタフォトコンテスト入賞作品が決定
　町の魅力を伝え、観光ＰＲに活用できる写真を募集した「インスタフォトコンテスト2021」に
288点の投稿があり、審査の結果、入賞作品８点（最優秀賞１点・優秀賞７点）が決定しました。
　入賞作品を含む応募作品は、町民カレンダー、観光パンフレット、ホームページなどで広く活
用させていただきます。

『晴れの日こそアンブレラスカイ』
（mochi1photoさん）

最
優
秀
賞

『しだれ桜と菩薩様』
（xinjingayumi6さん）

『ひつじの親子』
（midorinoyamabitoさん）

『初めての春に連写』
（airtrek_sakaiさん）

『メタセコイヤ』
（ktm1000haruさん）

『ふかふかの落ち葉の
絨毯でひとやすみ』
（tomo_sun66さん）

『羽衣石にしだれ桜の花の
かんざし』
（monijiyamanohumotoさん）

『カラフル』
（antonio_keusagiさん）

優
秀
賞

インスタフォトコン
2022も開催中！
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希望を胸に学びやを巣立つ　甘楽中卒業式
　甘楽中学校の卒業式が３月11日に同校体育館で行われ、
112人の生徒が新たな一歩を踏み出しました。
　新型コロナウイルス感染症の影響により制約を受けな
がらも「日本一の卒業式」を目指し、何事にも積極的に取り

組んできた生
徒は、式で立
派に成長した
姿を見せ、思
い出の詰まっ
た学びやを後
にしました。

　甘楽中学校の卒業生のうち、小学校・
中学校９年間の皆勤者は８人でした。皆
勤を成し遂げた生徒は次のとおりです。

　皆勤の秘訣を８人に聞くと、「食事」「睡
眠」「運動」「気合い」と教えてくれました。
　また、中学校３年間の皆勤者は54人で
した。

９年間皆勤おめでとう！

●久保花怜さん　　●小林未來さん　
●新井央翔さん　　●佐藤大稀さん　
●三木陽太さん 　　●上條紗奈さん 
●三田彩香さん 　　●青木隆人さん 

　元町収入役の松井千明さん（秋畑）が瑞宝双光章を受章し、
３月１日に茂原町長が勲記と勲章を伝達しました。
　松井さんは昭和27年４月から平成４年３月までの40年に
わたり、町職員として奉職されました。平成５年４月からは、
収入役として２期８年在職し、町の健全な財政運営と明朗迅
速な資金管理で町政を支えられ、町の発展に多大な貢献をさ
れました。
　松井さんは「昨年12月に米寿を迎えました。今まで多くの
皆さんから多大なご支援を賜り、心から感謝しております。
この度、町長さんから叙勲の伝達を拝受し大変光栄に存じま
す。これからも皆さんへの感謝の気持ちを忘れず、心豊かに
残りの人生を全うしたいと思います」と話されました。

瑞宝双光章を受章　松井さん

左から　 上條さん、三田さん、小林さん、久保さん、三木さん、青木さん、
新井さん、佐藤さん

卒業証書授与

答辞
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木嶋　徹さん
（３月まで福島駐在所勤務）

  

　

誰
も
が
い
つ
で
も
命
に
か
か

わ
る
大
き
な
病
気
や
け
が
を
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
命
の

危
機
が
迫
っ
た
状
態
に
な
る
と
、

7
割
の
人
が
自
分
の
望
む
医
療

や
ケ
ア
を
決
め
た
り
、
人
に
伝

え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
生
の
最
終
段
階
に
お
い
て
、

自
分
が
望
む
医
療
や
ケ
ア
に
つ

い
て
、
家
族
や
医
療
従
事
者

と
共
に
話
し
合
い
共
有
す
る
取

り
組
み
を「
Ａ
Ｃ
Ｐ（
ア
ド
バ
ン

ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）」と

い
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
は
平

成
30
年
に
愛
称
を「
人
生
会
議
」

と
し
、
11
月
30
日
を

「
人
生
会
議
の
日
」と

定
め
ま
し
た
。

　

急
速
な
高
齢
化
に
伴
い
、
在

宅
医
療
や
介
護
を
受
け
る
人
が
、

２
０
２
５
年
に
は
約
１
０
０
万

人
を
超
え
る
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
調
査

で
は
、
5
割
を
超
え
る
人
が
最

期
を
迎
え
た
い
場
所
を
「
自

宅
」
と
答
え
て
い
ま
す
が
、
実

際
は
医
療
機
関
で
亡
く
な
る
人

が
75
・
８
％
、
自
宅
は
13
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
6
割
の

人
が
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け

る
医
療
に
つ
い
て
「
関
心
が
あ

る
」
と
答
え
て
い
ま
す
が
、
話

し
合
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
答
え

た
人
は
４
割
で
し
た
。話
し
合
っ

た
こ
と
が
な
い
理
由
と
し
て
は
、

「
き
っ
か
け
が
な
い
」
が
最
も
多

く
、
死
に
関
す
る
こ
と
は
敬
遠

さ
れ
が
ち
な
こ
と
も
影
響
し
て

い
ま
す
。
か
け
が
え
の
な
い
人

生
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
「
人

生
会
議
」
を
我
が
事
と
し
て
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
大
切
に
し
た
い
こ
と
」「
し
て

ほ
し
く
な
い
こ
と
」「
望
む
治
療
や

介
護
に
つ
い
て
」
な
ど
を
家
族
と

話
し
合
う
う
ち
に
、
改
め
て
価

値
観
や
考
え
方
を
共
有
す
る
機

会
と
な
り
、
大
切
な
人
と
の
絆
が

よ
り
深
く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

次
回
は
人
生
会
議
の
す
す
め

方
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

２
月
中
に
富
岡
警
察
署
管
内

で
還
付
金
特
殊
詐
欺
が
発
生
し

ま
し
た
。
甘
楽
町
に
も
還
付
金

詐
欺
の
予
兆
電
話
が
か
か
っ
て

き
て
い
ま
す
。

還
付
金
詐
欺
と
は

　
「
保
険
料
の
過
払
い
金
が
あ

る
の
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
の
手
口
で
現
金
を

送
金
さ
せ
る
詐
欺
で
す
。
実
際

に
町
で
も
、
役
場
福
祉
課
の
職

員
を
名
乗
る
男
性
か
ら
「
保
険

料
を
払
い
過
ぎ
て
い
ま
す
。
還

付
の
申
請
の
ご
案
内
を
し
て
も

い
い
で
す
か
」
と
い
う
電
話
が

か
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

と
い
う
言
葉
が
出
た
ら
詐
欺

を
疑
い
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
息
子
や
孫

を
か
た
る
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」

の
電
話
も
頻
繁
に
か
か
っ
て
き

て
い
る
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
に
は
、「
誰
か
に
相
談
す
る
」

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

犯
人
グ
ル
ー
プ
は
、

・
誰
に
も
言
わ
な
い
で
ほ
し
い

・
期
限
は
今
日
ま
で
で
す

な
ど
と
、
冷
静
な
判
断
を
さ
せ

な
い
よ
う
に
話
し
て
き
ま
す
。

電
話
で
お
金
の
話
が
あ
っ

た
場
合
は
詐
欺
を
疑
い
、
家
族

や
友
人
、
警
察
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

甘
楽
町
か
ら
詐
欺
の
被
害
者

を
出
さ
な
い
た
め
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

人
生
会
議
に
つ
い
て
①

■
健
康
課
介
護
保
険
係
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
(67）
５
１
８
２

今
知
り
た
い
！
介
護
保
険　
　
　
　
　
　
　

連載
№142

還
付
金
詐
欺
に

注
意
！

人
生
会
議
と
は

取
り
組
み
の
背
景

大
切
な
人
に
伝
え
た
い
こ
と

　  健康長寿を目指す健康長寿を目指す
　    キラッとかんら　    キラッとかんら人

びと

人
とと

新井文子 さん（金井・79歳）

自宅内でも、
なるべく身体
を動かすよう
にして、筋力
低下と転倒に
は気を付けて
います。

　筋力トレーニング教室や元気
アップ塾「コグニサイズ」にも
積極的に参加しています。以前
は、食生活改善推進員などで活
躍されていました。「暖かい日
は、庭作業を行い近所の人と話
をすることが楽しみ」と話され
ています。

過
払
い
金

Ａ
Ｔ
Ｍ
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世 帯 5,078
(＋5)

人 口 12,761
(＋3)

男 6,317
(＋1)

女 6,444
(＋2)

転 入 30

転 出 18

出 生 7

死 亡 16

2月28日現在
（前月末比）

NEW▶▶▶図書館に新しく入った本甘楽町図書館
開館　午前９時～午後７時
☎70-4660
rarakanra@town.kanra.lg.jp

日本の植物学者の父、
牧野富太郎を描いた小説

▶お知らせ
【４月の休館日】
　４日（月）、11日（月）、18日（月）、25日（月）

ボ
タ
ニ
カ

朝
井
ま
か
て
著
／

祥
伝
社

南北朝・室町時代の東国
史を探る

対
決
の
東
国
史
４

鎌
倉
公
方
と
関
東
管
領

植
田
真
平
著
／

吉
川
弘
文
館

よ
そ
ん
ち
の
子

い
と
う
み
く
文・池
辺
葵

絵
／
ほ
る
ぷ
出
版

なこ、小学１年生。突然、
お姉さんになる

▶ 藤岡市・安中市の図書館が利用できる
　ようになりました！

ハ
ウ

斉
藤
ひ
ろ
し
著
／

朝
日
新
聞
出
版

ワンと鳴けない犬と気弱
な青年の物語

寂聴さん、最期の長篇
エッセイ

そ
の
日
ま
で

瀬
戸
内
寂
聴
著
／

講
談
社

や
さ
い
の
が
っ
こ
う

い
ち
ご
ち
ゃ
ん
は
や
さ
い
な
の
？

な
か
や
み
わ
著
／
白
泉
社

やさいのがっこうに、いちごちゃん
が入学することになりました

●● 甘楽町文化会館からのお知らせ ●●

「ふれあいの丘歌謡祭2022」

■ 問い合わせ　町文化会館　☎74-7000
　 E-mail : k-bunka@town.kanra.lg.jp

４月17日（日）友の会員：午前９時～／
一般：午後１時～／電話予約：午後３時～

※未就学児のご入場はご遠慮ください。
※ご入場される方は、マスクをご着用ください。

日 時  　  月     日（土）
　　　 午後２時開演（午後１時30分開場）
会 場 甘楽町文化会館　大ホール 全席指定

入場料 前売券 2,000円（当日券は500円増し）

７ ２

標語　「ひとみキラキラ　本にどきどき」
期間　４月23日（土）～５月12日（木）

▶2022年・第64回「こどもの読書週間」

チケット発売開始

第１部　 地元カラオケ愛好会の代表者８名
による歌の競演

第２部　 ★大江　裕　★中野新太郎

　４月から藤岡市・安中市（松井田含む）図書館
と新たに連携し、甘楽町在住の人も利用できる
ようになりました。利用したい図書館で、身分
証明証（免許証、保険証、学生証など）を提示し、
「貸出カード」の作成が必要です。通学や通勤時
などにぜひお立ち寄りください。なお、高崎市・
富岡市・甘楽郡の図書館も今までどおり利用で
きます。
　購入リクエストがありましたら、町図書館に
お気軽にお声掛けください。 No image

No image

No imageNo image

No imageNo image
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No.1192おしらせ版 No.1216おしらせ版

紙
お
む
つ
を
支
給
し
ま
す

　

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
紙
お
む
つ
を
支
給
し

ま
す
。

対
象
者

① 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上
の

寝
た
き
り
老
人
ま
た
は
認
知
症
高
齢
者

で
、
常
時
お
む
つ
を
必
要
と
す
る
人

② 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
身
体
ま
た
は

精
神
に
相
当
程
度
の
障
が
い
の
あ
る
心

身
障
害
児
（
者
）
で
、
常
時
お
む
つ
を

必
要
と
す
る
人

※ 

希
望
者
は
、
４
月
15
日
㈮
ま
で
に
福

祉
係
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
昨
年
度

申
請
者
に
は
、
町
よ
り
継
続
の
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
。

※ 

老
人
保
健
施
設
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

ま
た
は
病
院
に
入
所
・
入
院
中
の
人
は

支
給
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

支
給
内
容

紙
お
む
つ
、
尿
取
り
パ
ッ
ド

支
給
回
数　

年
４
回
（
５
月
・
８
月
・

11
月
・
２
月
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ

に
こ
に
こ
甘
楽

福
祉
課
福
祉
係　

☎
(67)
５
１
６
２

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を

　
　
　
　
　
　

交
付
し
ま
す

　

心
身
に
障
が
い
の
あ
る
人
の
移
動
時

の
負
担
を
軽
減
し
、
行
動
範
囲
の
拡
大

と
社
会
参
加
の
機
会
を
増
や
す
た
め
、

初
乗
り
運
賃
分
を
補
助
す
る
福
祉
タ
ク

シ
ー
券
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者　

 

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
ま
た
は
療

育
手
帳
Ａ
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

で
、
現
在
、
自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動

車
税
（
種
別
割
）
の
減
免
を
受
け
て
い

な
い
人

利
用
の
範
囲
と
交
付
枚
数

 　

町
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
業
者
の
タ

ク
シ
ー
で
、年
間
24
枚
を
交
付
し
ま
す
。

※
年
度
途
中
に
申
請
し
た
場
合
は
、
当

該
月
数
に
応
じ
た
枚
数
と
し
ま
す
。

 

※
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
た
場
合

は
、
タ
ク
シ
ー
券
を
返
却
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

申
請
方
法　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳
と
印
章
を
持
参
の
上
、
福
祉

係
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
期
限
切
れ
の
券
を
お
持
ち
の
人
は
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ

に
こ
に
こ
甘
楽　

福
祉
課
福
祉
係

☎
(67)
５
１
６
２

甘
楽
町
ま
ち
づ
く
り
定
住

応
援
金

　

町
内
に
新
し
く
家
を
建
て
た
り
購
入

し
た
場
合
、
ま
た
は
建
て
直
し
た
場
合

に
応
援
金
を
交
付
し
ま
す
。
住
宅
を
取

得
し
た
日
か
ら
１
年
以
内
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

交
付
要
件

・
甘
楽
町
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

・
延
床
面
積
が
50
㎡
以
上
の
専
用
住
宅

を
建
築
ま
た
は
取
得
し
た
場
合

・
居
住
部
分
が
50
㎡
以
上
の
併
用
住
宅

を
建
築
ま
た
は
取
得
し
た
場
合

《
対
象
外
》　

・
増
改
築

・
公
共
事
業
等
の
補
償
な
ど
に
よ
り
住

宅
を
建
築
ま
た
は
取
得
し
た
場
合

・
相
続
、
贈
与
、
そ
の
ほ
か
対
価
を
伴

わ
ず
に
住
宅
を
取
得
し
た
場
合

応
援
金
の
額　

７
万
円

加
算
額　

①
〜
④ 

各
３
万
円

　

次
の
条
件
に
該
当
し
た
場
合
は
、
応

援
金
に
加
え
て
加
算
金
を
交
付
し
ま
す
。

①
転
入
加
算　

②
子
ど
も
加
算　

③
土
地
購
入
加
算　

④
町
内
業
者
加
算

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ　

住
民
課
税
務
係

☎
(64)
８
３
１
３

甘
楽
町
奨
学
金
返
還
支
援
助
成
金

（
か
ん
ら
未
来
人
財
応
援
事
業
）

　
町
内
に
定
住
ま
た
は
町
内
企
業
に
勤
務

す
る
人
の
奨
学
金
返
還
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
者

・
大
学
な
ど（
大
学
、
短
大
、
専
修
、
大

学
院
）を
卒
業
し
、
日
本
学
生
支
援
機

構
か
ら
貸
与
さ
れ
た
奨
学
金
を
返
還
し

て
い
る
人

・
町
内
に
住
所
を
有
し
、
ま
た
は
町
内

企
業
に
勤
務
す
る
人

・
４
月
１
日
現
在
で
30
歳
未
満
の
人

※
公
務
員
を
除
き
ま
す
。

助
成
金
額　

年
度
内
に
返
還
し
た
奨
学

金
の
２
分
の
１
以
内
で
、
上
限
額
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
最
長
５
年
間
支
援
）

①
町
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
町
内

企
業
に
勤
務
す
る
人 

…
12
万
円

②
町
内
に
住
所
を
有
し
、
町
外
企
業
に

勤
務
す
る
人 

… 

10
万
円

③
町
外
に
住
所
を
有
し
、
町
内
企
業
で

勤
務
す
る
人 

… 

２
万
円

申
請
受
付
期
限　

９
月
30
日
㈮

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
企
画
調
整
係　

☎
(74)
３
１
３
３

         
         

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

※  新型コロナウイルス感染症の状況により、掲載した
　  情報は変更または中止になることがあります。
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information
甘楽町役場　　☎ 74 - 3131（代）　FAX  74 - 5813
にこにこ甘楽　☎ 67 - 7655（代）　FAX  67 - 7066

information
甘楽町役場　　☎74 - 3131（代）　FAX  74 - 5813（代）
にこにこ甘楽　☎67 - 7655（代）　FAX  67 - 7066（代）

甘
楽
町
若
年
者
ふ
る
さ
と
就
職

支
援
事
業
補
助
金

　

新
卒
者（
卒
業
後
３
年
以
内
・
外
国

人
を
含
む
）を
雇
用
し
た
事
業
主
と
本

人
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
要
件

《
新
規
採
用
者
の
要
件
》

・
前
年
10
月
か
ら
本
年
９
月
30
日
ま
で

に
採
用
さ
れ
た
人

・
６
カ
月
以
上
継
続
し
て
町
内
に
住
所

を
有
し
て
い
る
人

・
６
カ
月
以
上
継
続
し
て
町
内
事
業
所

で
就
業
し
た
人

・
事
業
主
と
３
親
等
以
内
の
親
族
関
係

に
な
い
人

・
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

《
事
業
主
の
要
件
》

・
対
象
者
を
６
カ
月
以
上
町
内
の
事
業

所
で
雇
用
し
て
い
る
事
業
主

・
雇
用
保
険
の
適
用
事
業
主（
見
込
み

も
含
む
）

・
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
事
業
主

・
清
算
、
破
産
、
再
生
手
続
き
中
や
暴

力
団
関
係
者
で
は
な
い
事
業
主

補
助
金
額

本
人
：
10
万
円

事
業
主
：
大
学
、
短
大
、
専
修
、
大
学

院
の
新
卒
者
…
１
人
当
た
り
25
万
円

高
校
の
新
卒
者
…
１
人
当
た
り
10
万
円

申
請
・
問
い
合
わ
せ

産
業
課
商
工
観
光
係

☎
(64)
８
３
２
０

甘
楽
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

促
進
事
業
補
助
金

町
内
の
業
者
を
活
用
し
て
自
宅
を
リ

フ
ォ
ー
ム
し
た
場
合
に
、
そ
の
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者

《
申
請
者
の
要
件
》

・
町
内
に
築
５
年
以
上
の
住
宅
を
所
有

し
、
そ
こ
に
居
住
し
て
い
る
人

・
右
記
住
所
で
住
民
基
本
台
帳
に
記
録

さ
れ
て
い
る
人

・
過
去
に
、
本
事
業
お
よ
び
甘
楽
町
住

環
境
改
善
助
成
事
業
の
交
付
を
受
け
て

い
な
い
人

《
申
請
者
お
よ
び
同
居
し
て
い
る
共
有

者（
住
宅
の
共
有
名
義
の
所
有
者
）の
要

件
》

・
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

・
暴
力
団
員
等
で
な
い
こ
と

対
象
住
宅　

補
助
金
対
象
者
が
所
有
し

居
住
す
る
築
５
年
以
上
の
住
宅

申
請
受
付
期
間

４
月
１
日
㈮
〜
令
和
５
年
１
月
31
日
㈫

対
象
工
事（
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
こ
と
）

・
内
装
、
浴
室
、
ト
イ
レ
、
外
壁
の
塗

装
な
ど
の
生
活
環
境
向
上
を
目
的
と
す

る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
で
あ
る
こ
と

・
町
内
の
業
者（
法
人
は
本
店
が
町
内

に
あ
る
業
者
）に
発
注
す
る
工
事
で
あ

る
こ
と

・
補
助
対
象
の
工
事
費
用
が
10
万
円

（
税
込
み
）以
上
で
あ
る
こ
と

・
補
助
金
の
交
付
決
定
を
受
け
る
ま
で

工
事
に
着
手
し
て
い
な
い
こ
と

・
令
和
５
年
２
月
28
日
㈫
ま
で
に
工
事

完
了
報
告
が
で
き
る
こ
と

補
助
金
額

《
補
助
率
》補
助
対
象
の
工
事
費
用
の

20
％
以
内（
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
が

い
る
場
合
は
30
％
以
内
）

《
限
度
額
》20
万
円

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ

建
設
課
都
市
計
画
係

☎
(64)
８
３
２
２

甘
楽
町
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
金

　

町
内
の
空
き
家
を
有
効
活
用
し
、
移

住
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
空
き
家
を

取
得
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
場
合
に
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者　

町
内
の
空
き
家
を
取
得
し
て

そ
の
空
き
家
へ
転
居
ま
た
は
転
入
を
予

定
し
て
い
る
人

対
象
住
宅　

令
和
４
年
４
月
１
日
時
点

で
、
1
年
以
上
居
住
し
て
い
な
い
住
宅

対
象
工
事　

リ
フ
ォ
ー
ム
経
費
が
20
万

円
（
税
込
み
）
以
上
か
か
る
工
事

補
助
金
額　

リ
フ
ォ
ー
ム
経
費
の
２
分

の
１
で
50
万
円
を
上
限

申
請
受
付
期
間

６
月
１
日
㈬
〜
８
月
31
日
㈬

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
企
画
調
整
係

☎
(74)
３
１
３
３

甘
楽
町
危
険
空
き
家
等
除
却

補
助
金

　

町
内
の
景
観
の
向
上
と
居
住
環
境
の

改
善
を
図
る
た
め
、
危
険
空
き
家
等
の

除
却
を
し
よ
う
と
す
る
人
に
対
し
て
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者　

不
良
住
宅
ま
た
は
特
定
空
家

等
の
除
却
を
す
る
人

補
助
金
額　

対
象
工
事
費
の
５
分
の
４

以
内
（
上
限
50
万
円
）

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
企
画
調
整
係

☎
(74)
３
１
３
３

広報かんら／2022.4.121



「
花
の
種
銀
行
」

春
の
貸
し
出
し
を
開
始
し
ま
す

　
「
花
の
種
銀
行
」か
ら
種
を
借
り
て
、

花
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

収
穫
で
き
た
種
は
返
却
す
る
制
度
で

す
が
、
こ
の
銀
行
は
花
い
っ
ぱ
い
の
地

域
づ
く
り
を
第
一
の
目
的
に
し
て
い
ま

す
の
で
、
種
の
採
取
が
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
返
却
し
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

　

春
の
貸
し
出
し
で
は
、
夏
の
暑
い
日

差
し
に
負
け
な
い
鮮
や
か
な
色
の
花
の

種
を
用
意
し
ま
し
た
の
で
、
た
く
さ
ん

の
花
を
咲
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

種
を
蒔
く
場
所
は
甘
楽
町
内
に
限
り

ま
す
。
家
族
、
子
ど
も
会
や
会
社
な
ど

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

配
布
期
間　

４
月
８
日
㈮
〜
５
月
31
日
㈫

配
布
種
類　

ヘ
チ
マ
・
ラ
ベ
ン
ダ
ー
・

ナ
ス
タ
チ
ウ
ム
・
ガ
ザ
ニ
ア
・
ジ
ニ

ア
・
ミ
ニ
ひ
ま
わ
り
・
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
・
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
・
ハ
ブ
ラ
ン
サ
ス

対
象　

町
内
在
住
の
個
人
・
家
族
、
学

校
、
子
ど
も
会
、
地
域
グ
ル
ー
プ
、
事

業
所
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
企
画
調
整
係

☎
(74)
３
１
３
３

水
道
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
内

保
温
材
撤
去
の
お
願
い

　

凍
結
防
止
の
た
め
に
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク

ス
内
に
入
れ
た
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
布

な
ど
の
保
温
材
は
、
暖
か
く
な
っ
て
き

ま
し
た
の
で
撤
去
を
お
願
い
し
ま
す
。

入
れ
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
検
針
の

支
障
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
検
針
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る

よ
う
、
メ
ー
タ
器
の
上
に
物
を
置
か
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

水
道
課
業
務
係 

☎
(64)
８
３
１
６

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
申
告
期
限
の
個
別
延
長

　

令
和
３
年
分
確
定
申
告
に
つ
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
申
告
期
限
ま
で
の
申
告
な
ど

が
困
難
な
人
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年

４
月
15
日
㈮
ま
で
の
間
、
簡
易
な
方
法

に
よ
り
申
告
・
納
付
期
限

の
延
長
を
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◎
納
税
猶
予
制
度

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
国
税
を
一
時
に
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
税
務
署
に
申

請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
定
の
要
件
に

該
当
す
る
と
き
は
原
則
と

し
て
１
年
以
内
の
期
間
に

限
り
猶
予
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

富
岡
税
務
署　

☎
(63)
２
２
３
５

消
防
本
部
か
ら

お
知
ら
せ
と
お
願
い

　

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部
で
は
、
救

急
隊
の
活
動
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

救
急
隊
に
よ
り
搬
送
さ
れ
た
人
、
そ

の
家
族
や
関
係
者
を
対
象
に
、
病
院
等

へ
搬
送
後
、
救
急
隊
員
よ
り
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
付
き
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
お
渡
し

し
ま
す
。
携
帯
電
話
ま
た
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ

て
い
た
だ
き
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
救
急
業
務

の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
役
立
て
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部

総
務
課　

☎
(62)
４
３
２
６

おしらせ版

　３月16日から受け付けている募金の１回目の集計を行いました。皆さんの
ご支援・ご協力に感謝申し上げます。引き続きご協力をお願いいたします。
◎募金額の経過報告（３月16日～22日分）　募金額合計2,087,277円【内訳：役場ロビー2,037,379円、
にこにこ甘楽10,594円、ら・ら・かんら17,303円、道の駅甘楽19,851円、甘楽ふるさと館2,150円】
を甘楽町社会福祉協議会を通じて日本赤十字社へ送りました。
募金の受付期間　５月25日（水）まで
募金箱設置場所　役場ロビー、にこにこ甘楽、ら・ら・かんら、道の駅甘楽、甘楽ふるさと館
問 い 合 わ せ　企画課企画調整係　☎74-3133

ウクライナ  人道危機救援金を受け付けています

22広報かんら／2022.4.1



information
甘楽町役場　　☎ 74 - 3131（代）　FAX  74 - 5813
にこにこ甘楽　☎ 67 - 7655（代）　FAX  67 - 7066

information
甘楽町役場　　☎74 - 3131（代）　FAX  74 - 5813（代）
にこにこ甘楽　☎67 - 7655（代）　FAX  67 - 7066（代）

                
      

試　

験

試　

験

令
和
４
年
度
富
岡
地
域
医
療

企
業
団
職
員
採
用
試
験

勤
務
先　

公
立
富
岡
総
合
病
院
ま
た
は

公
立
七
日
市
病
院

採
用
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
数

看
護
職
員（
看
護
師
・
保
健
師
・
助
産

師
）　

20
人
程
度

採
用
予
定
日　

令
和
５
年
４
月
１
日

受
験
資
格　

該
当
職
種
免
許
を
有
す
る

人
ま
た
は
採
用
予
定
日
ま
で
に
取
得
見

込
み
の
人

申
込
期
間

４
月
11
日
㈪
〜
５
月
20
日
㈮【
必
着
】

※
持
参
の
場
合
は
、
土
・
日
曜
日
・
祝

日
を
除
く
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

試
験
日　

６
月
４
日
㈯

試
験
方
法　

適
性
検
査
・
小
論
文
試

験
・
面
接
試
験

申
込
用
紙
の
交
付

　

公
立
富
岡
総
合
病
院
総
務
課
で
交
付

し
ま
す
。
郵
送
希
望
者
は
１
２
０
円
切

手
を
貼
っ
た
送
付
先
明
記
の
返
信
用
封

筒（
Ａ
４
版
）を
同
封
し
送
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

公
立
富
岡
総
合
病
院　

総
務
課
職
員
係

〒
３
７
０
‐
２
３
９
３

富
岡
市
富
岡
２
０
７
３
‐
１

☎
(63)
２
１
１
１（
内
線
２
２
１
７
）

自
衛
官
採
用
試
験

自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
で
は
、

令
和
５
年
春
採
用
の
自
衛
官
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

◎
一
般
幹
部
候
補
生

受
験
資
格

22
歳
〜
26
歳
未
満

受
付
期
間　

４
月
14
日
㈭
ま
で

一
次
試
験
日　

４
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

◎
一
般
曹
候
補
生

受
験
資
格

18
歳
〜
33
歳
未
満

受
付
期
間　

５
月
10
日
㈫
ま
で

一
次
試
験
日　

５
月
20
日
㈮
〜
23
日
㈪

の
い
ず
れ
か
１
日

◎
自
衛
官
候
補
生

受
験
資
格

18
歳
〜
33
歳
未
満

※
受
付
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
試
験

日
は
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
高
崎
地
域
事
務
所

☎
０
２
７
‐
３
２
６
‐
１
７
６
１

                
      

講
座
・
講
習

講
座
・
講
習

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
入
門
課
程
・
基
礎
課
程
）

　

手
話
奉
仕
員
と
は
、
手
話
を
必
要
と

す
る
人
に
日
常
生
活
上
の
初
歩
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
支
援
を
す
る
人

の
こ
と
で
す
。
一
緒
に
手
話
を
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

日
時

▼
入
門
課
程（
手
話
未
経
験
者
）

６
月
〜
11
月
の
間
、
毎
週
木
曜
日

午
後
７
時
〜
９
時（
合
計
23
回
）

▼
基
礎
課
程（
入
門
課
程
修
了
者
）　

５
月
〜
12
月
の
間
、
毎
週
火
曜
日

午
後
７
時
〜
９
時（
合
計
30
回
）

定
員　

各
課
程
20
人（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

会
場　

あ
い
愛
プ
ラ
ザ
２
階　

会
議
室

（
富
岡
市
富
岡
１
４
３
９
‐
１
）

対
象
者　

富
岡
甘
楽
地
域
在
住
、在
勤
、

在
学
で
手
話
に
興
味
が
あ
る
人（
高
校

生
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。
同

意
書
は
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
）

費
用　

無
料（
入
門
課
程
の
み
テ
キ
ス

ト
代
３
２
４
０
円
が
必
要
） 

 

申
し
込
み
方
法

　

４
月
20
日
㈬
ま
で
に
、
希
望
課
程
・

住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番

号
・
勤
務
地（
通
学
地
）を
記
入
の
上
、

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

①
電
子
メ
ー
ル

fukusi@
tow
n.kanra.lg.jp

②
は
が
き

〒
３
７
０
‐
２
２
１
３　

甘
楽
町
大
字
白
倉
１
３
９
５
‐
１

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係　

☎
(67)
５
１
６
２

　いつでも使える安心ダイヤル  【24時間 年中無休】

    「健康ダイヤル 2 4」　　　 
　　  0120-012-190
（通話料・相談料無料／携帯電話からもご利用いただけます）

● 経験豊かな専門スタッフが、健康・医療・介護・育児などの
相談にアドバイスします。

● 夜間・休日、外出先で受診できる医療機関の情報をご案内
します。

専用フリー
ダイヤル

４月１日から電話番号が
変更になりました！
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広　告

　甘楽ふるさと農園内の上野ひつじ公園では、３月中旬から
羊の赤ちゃんが誕生しています。
　現在２頭の子羊は母親に甘える愛らしい姿を見せ、訪れた
人を癒してくれています。
　甘楽町のアイドルに会いにぜひお出掛けください。

赤ちゃん誕生！上野ひつじ公園

甘楽ふるさと農園では利用者を募集して
います。詳しくは農園（☎74-7428）まで
お問い合わせください。

わが町のわが町の すくすく成長しています

アイドルアイドル
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